
マウス性決定の 
エピジェネティックな制御機構 

トゲウオにおける性染色体の 
進化と種分化 

両生類研究施設	


立花誠氏　	
 北野潤氏	


細胞のかたちと機能	
  
プロジェクト研究センター	
  

共催	


特別セミナー 

日時：３月１５日（火） 
　　  午後２時～４時３０分 
場所：理学研究科 E２０３ 

性の生物学�

我々は、H3K9の脱
メチル化を外す酵
素がマウスの性決

定に重要な役割を
有することを明らか

にした。本セミナー
では、性決定を含
むマウスの発生過

程に、エピゲノム構
築因子がどのよう

に関わっているの
かについて紹介し
たい。	


我々は、性染色体の急
速転換が観察されるトゲ
ウオ科イトヨ属において、

ネオ性染色体のゲノム配
列の特徴とその種分化

における役割を解明して
きた。本セミナーでは、こ
れらの成果と、性染色体

上の遺伝子が適応能力
の制限を決めていると考

えられる最新の知見につ
いて紹介する。	
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